
傾斜計データにおける降雨及び融雪補正の効果　－御嶽山への適用例－

Effect of rain and snowmelt correction of tiltmeter data 

- Application example for Ontakesan Volcano -
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　2014年９月に御嶽山で発生した水蒸気噴火において、気象庁が火山監視目的で山頂南東側約３km地点の田

の原（標高2196ｍ）に設置した傾斜計により、噴火開始数分前から山側上がり、噴火開始後は山側下がりの

傾斜変化が観測された（気象庁、2014）。その後、木村・中橋（2015）は、木村・他(2015)のタンクモデル

を用いた手法により夏季（６月～10月）の田の原傾斜計東西成分データに降水補正を行った結果、御嶽山山頂

直下で地震活動が活発化した2014年９月10日頃から始まる西側上がりの傾斜変化を検出した。同様な傾斜変

化はこれまでに数回確認されているが、春季（３月～５月）における融雪の影響を除去できていないといった

課題が残っていた。 

 

　宮村・他（2017）は、木村・他（2015）の手法でタンクモデルに積雪層を加える拡張を行い、降水量

データに加えて融雪量データを入力値とする手法を開発して田の原傾斜計東西成分データに適用し、融雪の影

響をある程度除去できることを確認した。なお、融雪量の推定には松元・他（2010）を参考に気温と日射量

を指標とするTRモデルを用いた手法を用いたが、御嶽山アメダス（標高2195ｍ）には融雪量推定に必要な気

温及び日照時間の観測項目がないため、山麓で最も近い（約12km）開田高原アメダス（標高1130ｍ）の気温

及び日照時間データを用いることとし、２点の標高差（1065ｍ）による影響を除去するため、河島・他

（2016）が2015年及び2016年融雪期に田の原で観測した気象データと山麓の開田高原アメダスの気象

データの比較により補正を行った。 

 

　本発表では、田の原傾斜計の南北成分データに宮村・他（2017）の手法を適用した結果を報告する。南北

成分には毎年春から夏にかけて大きな季節変化が認められるが、同手法を適用したところある程度除去するこ

とができた。このことから、季節変化には降水の影響はほとんど含まれず、融雪の影響が大きいことが明らか

となった。南北成分を補正した結果、2014年８月半ば頃から始まる北側上がりの傾斜変化を検出した。すで

に検出した東西成分の傾斜変化と併せて、降水及び融雪補正後の傾斜データを再検討すると、８月中旬に北側

上がりの傾斜変化が始まり、９月10日頃からは北西上がりの傾斜変化へと徐々に変化していったことが明らか

となった。同様な傾斜変化は、調査期間中（2011年４月～2017年９月）の他の時期には確認できなかった。 

 

　今回、降水及び融雪補正後の傾斜計データで検知した傾斜変化について、２つの先行研究と関連させながら

考察を行った。まず、Kato et al (2015)による噴火前後における山頂直下の震源分布を参考に、NNW-SSE走向

を持つ開口クラックモデルを仮定してその上端を２kmから１kmまで浅部へ移動させた場合、傾斜変化が北側

上がりから北西側上がりへ変化するパターンを確認することができた。次に、Miyaoka and Takagi (2016)に

よるスタッキング手法を用いたGNSS基線長解析により、長基線の変化が８月中旬から、短基線の変化が９月

上旬から始まっていたことが確認され、変動源が深部から浅部へ移動した可能性を示唆する結果が得られてい

る。これらの先行研究の結果が今回の降雨及び融雪補正後の傾斜計データから検出した傾斜変化と整合的であ

り、今回用いた降雨及び融雪補正の手法の有効性を示すものと考えられる。 
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